
「陣ノ内城跡」国史跡記念シンポジウム

■�

国
指
定
史
跡
「
陣
ノ
内
城
跡
」

の
歴
史
的
価
値

　

陣
ノ
内
城
跡
は
、
６
月
18
日

（
金
）
国
の
文
化
審
議
会
が
文
部

科
学
大
臣
に
対
し
て
国
指
定
文
化

財
「
史
跡
」
に
指
定
す
る
よ
う
答

申
し
、
10
月
11
日
（
月
）
の
官
報

告
示
を
も
っ
て
正
式
に
国
史
跡
と

な
り
ま
し
た
。

　

県
内
の
文
化
財
が
国
指
定
史
跡

と
な
る
の
は
、
平
成
26
年
指
定
の

八
代
城
郭
群
（
八
代
市
）
以
来
７

年
ぶ
り
。
城
郭
に
限
れ
ば
、
熊
本

城
（
熊
本
市
）、
人
吉
城
跡
（
人

吉
市
）、
宇
土
城
（
宇
土
市
）
、
田

中
城
（
和
水
町
）
、
堅
志
田
城

（
美
里
町
）、
佐
敷
城
（
芦
北
町
）、

棚
底
城
（
天
草
市
）、
八
代
城
郭

群
（
八
代
市
）
に
次
ぐ
９
番
目
で

す
。

　

町
社
会
教
育
課
の
上
髙
原
聡
参

事
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
で
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
な
ど
か
ら
明
ら

か
と
な
っ
た
陣
ノ
内
城
跡
の
歴
史

的
価
値
に
つ
い
て
、

①
肥
後
国
で
も
突
出
し
た
規
模
を

　

持
ち
、
小
西
行
長
の
城
郭
に
見

　

ら
れ
る
大
規
模
な
堀
な
ど
の
保

　

存
状
態
が
良
好

②
緑
川
を
活
用
し
た
水
陸
交
通
の

　

要
衝
に
あ
り
、
土
器
の
出
土
状

　

況
を
見
て
も
阿
蘇
氏
の
時
代
か

　

ら
継
続
的
に
利
用

③
阿
蘇
氏
か
ら
豊
臣
系
大
名
に
転

　

換
す
る
際
の
統
治
方
法
の
変
化

　

の
１
つ
を
示
す

　

こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
、
こ
の
史
跡
の

保
存
と
活
用
に
向
け
た
計
画
づ
く

り
を
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
集

め
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　この秋、本町初となる国史跡となった「陣ノ内城跡」。この城跡は、肥後国内の中世城郭として突
出した規模を持ち、阿蘇氏から豊臣系大名による支配への転換期における政治的、社会的状況を考
える上で重要なものとして評価されています。
　11月13日（土）町および町教育委員会では、この新しい国指定史跡の誕生を記念したシンポジウ
ムを開催しました。陣ノ内城跡を通してこのまちの歴史をひも解きながら、現代へとつながる先人
たちの暮らしに思いを巡らせてみましょう。

　町教育委員会では、国指定天然記念物

「麻生原のキンモクセイ」（昭和９年指

定）以来87年ぶり２件目の国指定文化

財となった国史跡「陣ノ内城跡」の魅力

を伝えるためにＰＲ動画を作成中です。

私たちの暮らしに息づいている緑川流域

の歴史や文化とともに、このまちの宝と

なった陣ノ内城跡の歴史的価値を広く発

信しつつ、その保存と活用を通してまち

の元気につなげていきます。

新たな宝をこのまちの

元 気 に つ な げ る

町社会教育課

後藤 喜治 課長

●お問い合わせ先　
　町教育委員会社会教育課　 TEL096‐234‐2447
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「陣ノ内城跡」国史跡記念シンポジウム

❖「陣ノ内城跡」記念シンポジウム

■�

甲
佐
を
中
心
と
し
た
地
域
史

の
な
か
の
陣
ノ
内
城

　

甲
佐
を
代
表
す
る
史
跡
と
な
っ

た
「
陣
ノ
内
城
跡
」
。
こ
の
文
化

財
を
適
切
に
活
用
し
て
い
く
た
め

に
は
、
こ
の
地
域
の
文
化
資
源
と

の
歴
史
的
関
連
を
把
握
し
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

甲
佐
神
社
や
鵜
ノ
瀬
堰
、
鮎
簗

な
ど
が
点
在
し
、
「
阿
蘇
家
文
書
」

や
「
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
」
な

ど
の
古
文
書
の
記
録
も
豊
富
な
甲

佐
は
、
歴
史
文
化
資
源
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
高
い
地
域
と
言
え
ま
す
。

甲
佐
神
社
が
緑
川
流
域
の
勢
力
と

結
び
つ
き
、
益
城
地
域
（
旧
下
益

城
地
域
を
含
む
）
を
担
う
鎮
守
と

な
っ
た
12
世
紀
か
ら
、
明
治
初
期

ま
で
の
時
代
の
流
れ
を
俯
瞰
で
と

ら
え
る
こ
と
で
、
陣
ノ
内
城
の
歴

史
的
価
値
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

■�

益
城
郡
の
山
と
海
を
つ
な
ぐ

甲
佐
神
社

　

甲
佐
の
地
域
史
を
語
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
の
が
、
緑
川
と
甲
佐

神
社
の
存
在
で
す
。
平
安
末
期
に
、

益
城
郡
木
原
（
熊
本
市
富
合
町
）

を
本
拠
地
と
す
る
木
原
氏
を
は
じ

め
と
し
た
緑
川
流
域
の
在
地
領
主

が
「
当
国
第
二
宮
」
甲
佐
大
明
神

へ
寄
進
を
行
う
こ
と
で
、
甲
佐
神

社
は
崇
敬
を
集
め
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
社
に
は
緑
川
を
通
じ
て
多
く

の
供
物
が
搬
入
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

鎌
倉
期
の
甲
佐
社
直
轄
領
は
、

港
の
小
川
（
宇
城
市
小
川
町
）
な

ど
に
加
え
、
そ
れ
ら
の
港
と
甲
佐

を
つ
な
ぐ
要
所
の
海
東
（
宇
城
市

小
川
町
）
や
堅
志
田
（
美
里
町
）

に
分
布
。
海
の
供
物
が
甲
佐
神
社

に
運
ば
れ
、
山
の
供
物
と
交
わ
る

交
易
の
核
と
な
っ
た
甲
佐
が
見
え

て
き
ま
す
。
ま
た
、
竹
崎
（
宇
城

市
松
橋
町
）
の
御
家
人
だ
っ
た
竹

崎
季
長
が
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
を

甲
佐
神
社
へ
奉
納
し
、
幕
府
か
ら

海
東
郷
を
給
与
さ
れ
た
こ
と
へ
の

感
謝
を
示
し
た
の
も
、
甲
佐
神
社

が
13
世
紀
の
在
地
領
主
に
崇
敬
・

保
護
さ
れ
て
い
た
典
型
で
す
。

■�

内
乱
期
～
戦
国
期
の
益
城
地

域
の
中
心
だ
っ
た
甲
佐

　

14
世
紀
に
益
城
郡
一
帯
を
勢
力

圏
と
し
た
阿
蘇
氏
の
恵
良
惟
澄
が

本
拠
地
の
甲
佐
を
中
心
に
合
戦
を

繰
り
広
げ
た
こ
と
か
ら
、
郡
内
に

お
け
る
甲
佐
の
経
済
的
・
政
治
的

地
位
は
不
動
の
も
の
だ
っ
た
と
言

え
ま
す
。
16
世
紀
中
ご
ろ
に
な
る

と
矢
部
（
山
都
町
）
を
本
拠
地
と

す
る
阿
蘇
氏
の
家
臣
団
が
益
城
郡

一
帯
に
拠
点
を
築
き
ま
す
。
戦
国

時
代
の
甲
佐
は
、
矢
部
の
本
拠
を

維
持
し
な
が
ら
甲
佐
社
領
を
核
に

益
城
郡
一
円
の
支
配
を
目
指
す
阿

蘇
氏
に
と
っ
て
最
重
要
地
域
と
な

り
ま
し
た
。

■�

小
西
行
長
の
朝
鮮
出
兵
と
陣

ノ
内
城
の
築
城

　

16
世
紀
後
半
、
朝
鮮
出
兵
を
見

据
え
て
肥
後
に
配
置
さ
れ
た
加
藤

清
正
と
小
西
行
長
に
と
っ
て
、
八

代
海
や
有
明
海
沿
岸
の
港
町
支
配

は
必
須
で
し
た
。
八
代
・
益
城
・

宇
土
・
天
草
を
治
め
た
行
長
は
、

加
藤
領
と
の
境
界
に
位
置
す
る
川

尻
港
と
緑
川
の
水
運
を
重
要
視
。

矢
部
か
ら
川
尻
に
至
る
緑
川
一
帯

の
支
配
を
強
め
る
た
め
に
、
流
域

の
中
間
点
で
あ
り
河
川
交
通
の
要

衝
だ
っ
た
甲
佐
の
地
に
大
規
模
城

郭
・
陣
ノ
内
城
を
築
城
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

■�

加
藤
清
正
の
治
水
事
業
と
明

治
時
代
の
近
代
化

　

そ
の
後
、
甲
佐
を
統
治
し
た
加

藤
清
正
は
、
緑
川
の
流
路
制
御
と

鵜
ノ
瀬
堰
の
設
置
お
よ
び
水
路
整

備
を
進
め
ま
す
。
現
在
も
大
井
手

川
と
し
て
残
る
こ
の
水
路
は
物
資

輸
送
に
活
用
さ
れ
、
岩
下
地
区
の

発
展
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

明
治
に
な
る
と
、
鵜
ノ
瀬
堰
で

取
水
し
た
水
を
利
用
す
る
、
西
日

本
で
最
大
か
つ
最
初
の
製
糸
工
場

「
緑
川
製
糸
場
」
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
日
本
初
の
官
営
富
岡
製
糸
場

に
遅
れ
る
こ
と
わ
ず
か
３
年
の
で

き
ご
と
で
す
。

■�

甲
佐
の
文
化
歴
史
の
象
徴
と

し
て
の
陣
ノ
内
城

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

甲
佐
の
地
は
、
中
世
・
近
世
を
通

じ
て
、
益
城
郡
の
経
済
・
宗
教
・

政
治
（
戦
乱
）
の
中
心
地
で
し
た
。

そ
こ
に
築
城
さ
れ
た
陣
ノ
内
城
は
、

豊
臣
政
権
に
よ
る
朝
鮮
出
兵
を
も

象
徴
す
る
も
の
で
す
。
甲
佐
の
地

域
史
を
実
地
で
学
び
、
楽
し
む
た

め
の
整
備
と
活
用
が
大
切
で
す
。

【記念講演】

地域史のなかの陣ノ内城

２００８年から陣ノ内城跡

調査専門委員を務める。元

新甲佐町史編集委員。領国

支配の成立過程を追求。ま

た、熊本藩主細川家に伝来

した織田信長文書や近世初

期藩政史料などの研究に取

り組む。

陣
ノ
内
城
跡
の
魅
力
を
探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
ご
指

導
い
た
だ
い
た
先
生
に
陣
ノ
内
城
跡
の
魅
力
や
活
用
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
注
目
を
集
め
た
記

念
講
演
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
近
日
公
開
予
定
で
す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲ 益城地域の鎮守を担ってきた甲佐神社▲竹崎季長が甲佐神社に奉納した『蒙古襲来絵詞』

国立国会図書館デジタルコレクションより

熊本大学永青文庫研究センター長

稲葉 継陽 さん
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